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地
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天
皇
権
威
・
王
権
と
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／
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禁
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と
信
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儀
礼
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中
世
か
ら
近
世
へ
︑
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世
か
ら
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間
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解
明
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三

室
町
・
戦
国
期
の
内
侍
所
の
修
理
と
造
営
︱
︱
﹁
仮
殿
﹂
の
成
立
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一

内
侍
所
の
修
理
／
二

内
侍
所
の
造
営
／
三

仮
御
所
に
お
け
る
内
侍
所
﹁
仮
屋
﹂﹁
仮
殿
﹂
の

造
営
／
四

造
営
・
修
理
方
式
と
名
称
の
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一
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一

応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
の
参
仕
／
二

応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
の
﹁
参
詣
﹂
／
三

﹁
参
詣
﹂
の

特
徴

お
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り

に

第
二
章

近
世
の
内
侍
所
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殿
下
賜
と
上
・
下
御
霊
社
の
社
殿
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て
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一

内
侍
所
と
儀
式
／
二

内
侍
所
本
殿
と
仮
殿
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御
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一

上
御
霊
社
へ
の
下
賜
の
経
緯
／
二

内
侍
所
仮
殿
下
賜
の
決
定
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内
侍
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賜
の
意
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四

上
・
下
御
霊
社
の
内
侍
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殿
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目
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お
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り

に

第
三
章

寛
政
度
内
裏
以
降
の
内
侍
所
仮
殿
の
造
営
・
下
賜
と
神
嘉
殿
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一

文
化
七
年
造
営
の
内
侍
所
仮
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と
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用
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一

仮
殿
造
営
・
転
用
の
経
緯
／
二

神
嘉
殿
修
理
の
取
り
止
め

二

天
保
二
年
の
水
無
瀬
家
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)へ
の
下
賜
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三

嘉
永
五
年
の
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御
門
家
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の
下
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一

仮
殿
造
営
・
下
賜
の
経
緯
／
二

土
御
門
家
に
残
る
史
料

四

安
政
三
年
の
内
侍
所
仮
殿
の
下
賜
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五

慶
応
元
年
造
営
の
内
侍
所
仮
殿
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六

神
嘉
殿
の
造
営
と
内
侍
所
仮
殿
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一

経
済
・
社
会
状
況
の
悪
化
と
古
材
の
転
用
／
二

神
嘉
殿
造
営
と
仮
殿
造
営
の
関
係
／
三

仮
殿

下
賜
・
転
用
等
決
定
の
背
景

お

わ

り

に

第
二
部

禁
裏
と
王
権
︱
︱
穢
・
参
詣
︱
︱

第
一
章

中
世
後
期
の
天
皇
崩
御
と
触
穢
︱
︱
内
侍
所
の
変
化
を
中
心
に
︱
︱
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は

じ

め

に

一

中
世
後
期
の
天
皇
・
院
の
崩
御
と
喪
葬
儀
礼
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二

葬
送
・
出
御
の
場
︱
︱
先
例
と
触
穢
︱
︱
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一

天
皇
・
院
の
葬
礼
の
概
略
／
二

出
御
の
門
と
触
穢

三

天
皇
崩
御
と
穢
︱
︱
内
侍
所
の
し
つ
ら
い
と
そ
の
意
味
︱
︱
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一

内
侍
所
結
界
の
経
緯
と
条
件
／
二

内
侍
所
結
界
の
背
景

四
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お

わ

り

に

第
二
章

近
世
前
期
の
天
皇
崩
御
と
内
侍
所
︱
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穢
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市
︱
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�

�

�

�

�

�

�
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�133

は

じ

め

に

一

近
世
前
期
の
天
皇
・
院
の
崩
御
の
概
略
�
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二

内
侍
所
と
触
穢
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�134

一

東
福
門
院
崩
御
と
触
穢
／
二

内
侍
所
付
の
設
定
／
三

内
侍
所
と
そ
の
周
辺
の
変
化
︱
︱
清
浄

性
の
明
確
化
︱
︱
／
四

内
侍
所
の
清
浄
性
と
王
権

三

内
侍
所
付
と
町
︱
︱
触
穢
観
念
と
町
社
会
︱
︱
�

�

�
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�

�

�

�

�

�
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お

わ

り

に

第
三
章

近
世
禁
裏
御
所
と
都
市
社
会
︱
︱
内
侍
所
参
詣
を
中
心
と
し
て
︱
︱
�

�

�

�

�

�

�

�
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は

じ

め

に

一

朝
儀
の
拝
見
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�155

一

民
衆
の
朝
儀
拝
見
／
二

朝
儀
拝
見
の
作
法

二

内
侍
所
の
開
放
と
参
詣
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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一

信
仰
の
場
と
し
て
の
内
侍
所
／
二

内
侍
所
へ
の
参
詣
／
三

内
侍
所
参
詣
の
特
徴



v

お

わ

り

に

補
章
�

室
町
・
戦
国
期
に
お
け
る
宮
中
御
八
講
・
懺
法
講
の
場
�
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�177

は

じ

め

に

一

清
涼
殿
に
お
け
る
追
善
仏
事
�
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二

御
八
講
の
場
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三

懺
法
講
の
場
�
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一

懺
法
講
の
演
出
／
二

公
家
参
仕
の
場
と
し
て
の
懺
法
講

お

わ

り

に
︱
︱
小
括
と
展
望
︱
︱

補
章
�

近
世
安
楽
寿
院
の
鳥
羽
法
皇
遠
忌
法
会
�

�

�

�

�

�
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は

じ

め

に

一

遠
忌
法
会
と
開
帳
︱
︱
宝
暦
五
年
︵
一
七
五
五
︶
六
百
回
忌
法
会
︱
︱
�

�

�

�

�
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�195

一

法
会
と
開
帳
／
二

開
帳
開
催
の
経
緯
／
三

開
帳
の
建
物
／
四

開
帳
の
目
的
と
収
支

二

鳥
羽
法
皇
六
百
五
十
回
忌
法
会
に
お
け
る
勅
会
再
興
�

�

�

�

�

�
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�205

一

勅
会
曼
荼
羅
供
と
開
帳
の
中
止
／
二

勅
会
再
興
と
僧
位

お

わ

り

に



vi

第
三
部

禁
裏
と
都
市
︱
︱
造
営
・
遷
幸
・
祭
礼
︱
︱

第
一
章

承
応
度
・
寛
文
度
内
裏
造
営
と
非
蔵
人

︱
︱
伏
見
稲
荷
社
目
代
・
非
蔵
人
羽
倉
延
重
の
活
動
を
中
心
に
︱
︱
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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は

じ

め

に

一

承
応
度
・
寛
文
度
内
裏
造
営
�
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二

内
裏
の
火
災
と
非
蔵
人
の
活
動
�

�
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一

近
世
の
非
蔵
人
／
二

非
蔵
人
・
羽
倉
延
重
の
活
動

三

非
蔵
人
へ
の
下
賜
�

�

�

�

�
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お

わ

り

に

第
二
章

近
世
京
都
の
都
市
空
間
再
生
と
禁
裏
御
所
普
請
︱
︱
三
井
家
と
町
︱
︱
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�
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�225

は

じ

め

に

一

禁
裏
御
所
普
請
と
三
井
家
御
用
の
特
徴
�
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二

禁
裏
御
所
普
請
御
用
と
﹁
特
典
﹂
�

�
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三

禁
裏
御
所
普
請
と
町
・
町
人
の
﹁
人
気
﹂
�

�
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お

わ

り

に

第
三
章

安
政
度
内
裏
遷
幸
と
都
市
空
間
�
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vii

は

じ

め

に

一

安
政
度
内
裏
造
営
と
遷
幸
の
概
要
�
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二

遷
幸
の
空
間
の
特
性
�
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一

遷
幸
の
道
筋
の
決
定
／
二

沿
道
の
整
備
／
三

﹁
御
見
越
﹂
と
遷
幸
の
空
間

三

遷
幸
の
目
的
と
背
景
�

�
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一

禁
裏
側
の
遷
幸
の
目
的
／
二

町
側
の
対
応
の
背
景

お

わ

り

に

第
四
章

近
世
前
期
の
上
・
下
御
霊
祭
礼
行
列
と
天
皇
︱
︱
風
流
見
物
を
中
心
に
︱
︱
�

�

�

�

�
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は

じ

め

に

一

上
・
下
御
霊
社
の
神
幸
・
還
幸
�
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︱
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︱
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序

章

本
書
の
視
座
と
目
的

近
世
の
天
皇
は
︑
都
市
の
中
に
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑﹃
都
名
所
図
会
︵
�
︶

﹄
の
巻
頭
で
禁
裏
御
所

が
描
か
れ
る
よ
う
に
︑
禁
裏
︑
そ
し
て
天
皇
の
存
在
は
京
都
の
象
徴
で
あ
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
天
皇
の
あ
り
か
た
を
︑
藤
田
覚
は
次

の
よ
う
に
表
現
す
る
︵
�
︶

︒

江
戸
時
代
の
天
皇
は
︑
禁
裏
御
所
か
ら
外
へ
出
か
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
︵
中
略
︶
江
戸
時
代
前
期
の
朝
覲
行
幸
で
は
︑
わ

ず
か
な
距
離
の
沿
道
に
桟
敷
が
設
け
ら
れ
︑
ま
た
一
七
九
〇
︵
寛
政
二
︶
年
に
︑
火
災
で
焼
け
再
建
さ
れ
た
新
造
禁
裏
御
所
へ

避
難
先
の
聖
護
院
仮
御
所
か
ら
戻
る
光
格
天
皇
の
行
列
︵
還
幸
と
よ
び
行
幸
で
は
な
い
︶
で
は
︑
沿
道
の
町
屋
な
ど
に
大
勢
の

見
物
人
が
出
て
い
る
︑
し
か
し
︑
鳳
輦
は
見
え
て
も
天
皇
の
姿
は
見
え
な
い
︒
存
在
は
す
る
が
そ
の
姿
は
見
え
な
い
︑
し
か
し

い
っ
た
ん
外
に
で
る
と
多
数
の
見
物
人
が
で
る
︑
そ
れ
が
江
戸
時
代
の
天
皇
で
あ
っ
た
︒

し
か
も
︑
天
皇
の
存
在
に
惹
き
付
け
ら
れ
て
い
た
の
は
民
衆
だ
け
で
は
な
い
︒
特
に
京
都
の
町
︑
そ
し
て
寺
院
や
神
社
な
ど
も
そ

の
存
在
も
し
く
は
影
響
力
を
重
視
し
て
い
た
︒
一
方
︑
禁
裏
側
も
︑
幕
府
と
の
関
係
だ
け
を
重
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
︑
町
や

寺
社
な
ど
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
に
京
都
を
舞
台
に
儀
礼
や
信
仰
な
ど
を
介
し
て
形
成
・
維
持
さ
れ
て
い
た

禁
裏
と
民
衆
・
町
・
寺
社
な
ど
と
の
関
係
の
あ
り
か
た
の
な
か
に
近
世
都
市
︑
さ
ら
に
は
近
世
社
会
の
特
性
の
一
端
を
見
い
だ
す
こ

序 章 本書の視座と目的
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と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

そ
こ
で
︑
本
書
は
︑
近
世
の
禁
裏
の
信
仰
︑
儀
礼
な
ど
に
着
目
し
︑
建
築
・
都
市
史
的
観
点
か
ら
禁
裏
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
近
世

京
都
の
空
間
の
特
性
を
示
し
た
上
で
︑
近
世
京
都
そ
し
て
社
会
の
構
造
的
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
︒

ま
ず
︑
本
書
の
視
座
と
目
的
に
つ
い
て
︑
主
要
な
論
点
と
な
る
︑
禁
裏
御
所
と
周
辺
の
都
市
空
間
︑
そ
し
て
天
皇
の
権
威
︑
民

衆
︑
信
仰
︑
儀
礼
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
︑
述
べ
て
い
き
た
い
︒

一

近
世
の
禁
裏
空
間
︱
︱
京
都
と
都
市
・
建
築
史
︱
︱

最
初
に
建
築
史
学
・
都
市
史
学
分
野
を
中
心
に
︑
禁
裏
御
所
の
空
間
・
場
の
特
性
に
関
す
る
研
究
成
果
を
整
理
し
て
み
た
い
︒

一
︱
一

禁
裏
御
所
の
空
間

近
世
の
禁
裏
・
禁
裏
御
所
の
形
成
の
経
緯
︑
つ
ま
り
そ
の
造
営
や
修
理
が
最
も
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
﹃
京
都
の
歴

史
︵
�
︶

﹄
で
あ
る
︒
ま
た
︑
内
裏
︵
禁
裏
御
所
︶
の
造
営
過
程
や
建
築
形
態
に
つ
い
て
は
藤
岡
通
夫
﹃
京
都
御
所
︵
�
︶

﹄
に
詳
し
い
︒
藤
岡
は

宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
近
世
の
内
裏
造
営
に
関
す
る
膨
大
な
史
料
︵
指
図
︶
を
整
理
し
︑
各
建
物
の
立
柱
か
ら
竣
工
ま
で
の
ほ

ぼ
す
べ
て
の
過
程
を
網
羅
す
る
︒
ま
た
︑
藤
岡
や
西
和
夫
︵
�
︶
は
︑
各
内
裏
の
建
物
の
ú
絵
な
ど
の
内
部
装
飾
の
ほ
か
︑
内
裏
や
院
御
所

の
建
物
が
寺
社
に
下
賜
さ
れ
た
事
例
に
着
目
し
︑
下
賜
さ
れ
た
現
存
遺
構
の
平
面
形
式
や
装
飾
か
ら
の
前
身
建
物
︵
内
裏
建
物
︶
の

復
元
を
試
み
る
︒

京
都
を
中
心
に
活
躍
し
た
京
都
大
工
頭
中
井
家
に
残
さ
れ
た
内
裏
関
係
の
指
図
を
ま
と
め
た
﹃
中
井
家
文
書
の
研
究
︵
�
︶
﹄
は
︑
禁
裏

の
空
間
に
関
す
る
重
要
な
史
料
を
多
く
掲
載
す
る
︒
加
え
て
︑
公
家
の
日
記
等
か
ら
作
成
さ
れ
た
各
解
説
や
内
裏
造
営
年
表
も
あ

り
︑
参
考
文
献
と
し
て
の
価
値
も
高
い
︒
以
上
の
文
献
・
史
料
は
︑
内
裏
造
営
の
経
緯
や
建
築
的
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
的

4



資
料
で
あ
り
︑
本
書
で
も
適
宜
参
照
し
て
い
る
︒

一
方
︑
近
年
で
は
︑
禁
裏
御
所
の
復
古
様
式
や
技
術
・
大
工
集
団
︑
さ
ら
に
門
な
ど
の
建
物
の
機
能
に
着
目
し
た
研
究
が
発
表
さ

れ
て
い
る
︵
�
︶

︒
た
と
え
ば
︑
谷
直
樹
は
︑
幕
府
大
工
頭
の
中
井
家
が
禁
裏
御
所
や
京
都
︑
そ
の
近
郊
地
域
で
の
造
作
を
行
う
な
か
で
大

工
支
配
を
強
め
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
︵
	
︶
︒

な
お
︑
禁
裏
御
所
の
各
建
物
に
着
目
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
︑
各
章
内
で
参
照
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
本
書
が
特
に
注
目
す
る
内
侍

所
に
つ
い
て
は
︑
第
一
部
第
一
章
で
ま
と
め
た
︒

一
︱
二

禁
裏
御
所
周
辺
の
空
間
︱
︱
築
地
之
内
と
公
家
町
︱
︱

近
世
の
禁
裏
御
所
は
築
地
之
内
と
呼
ば
れ
る
惣
門
と
築
地
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
地
区
の
中
心
に
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
そ
の
築
地
之

内
に
は
﹁
公
家
町
﹂
と
称
さ
れ
る
公
家
が
集
住
す
る
地
区
が
形
成
さ
れ
て
い
た
︒
こ
れ
ら
は
︑
都
市
史
学
の
基
礎
的
文
献
の
ひ
と
つ

で
あ
る
﹃
図
集
日
本
都
市
史
︵


︶

﹄
で
も
図
示
さ
れ
て
い
る
︒

建
築
史
学
の
分
野
で
こ
の
禁
裏
御
所
周
辺
の
空
間
の
特
性
に
最
初
に
着
目
し
た
の
が
︑
内
藤
昌
で
あ
る
︵

︶
︒
こ
れ
を
受
け
て
︑
小
沢

10

朝
江
は
︑
近
世
禁
裏
御
所
を
取
り
巻
く
築
地
之
内
を
道
が
中
心
の
﹁
聖
な
る
﹂
空
間
と
し
て
位
置
づ
け
た
︵

︶
︒
ま
た
︑
近
年
で
は
公
家

11

の
住
宅
や
公
家
町
の
景
観
に
注
目
し
た
研
究
も
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
︒
松
井
き
み
子
ら
の
築
地
之
内
に
あ
る
公
家
ら
の
邸
宅
に
あ
っ

た
物
見
に
注
目
し
た
研
究
や
︵

︶
︑
藤
田
勝
也
の
公
家
住
宅
の
復
古
に
関
す
る
論
考
︵

︶
︑
公
家
町
を
含
め
た
近
世
京
都
の
都
市
景
観
の
復
元

12

13

を
試
み
る
丸
山
俊
明
の
一
連
の
研
究
︵

︶
な
ど
が
該
当
す
る
︒

14

し
か
し
︑
禁
裏
と
そ
の
周
辺
の
空
間
に
着
目
し
た
建
築
史
研
究
の
多
く
は
︑
公
家
屋
敷
や
町
家
の
形
態
や
景
観
の
復
元
を
目
的
と

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
そ
の
形
成
の
背
景
に
は
言
及
し
な
い
︵

︶
︒
復
元
考
察
は
空
間
把
握
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
重
要
で
あ
る

15

が
︑
か
か
る
作
業
の
有
効
性
や
正
確
性
を
示
す
た
め
に
も
空
間
・
景
観
の
形
成
が
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

序 章 本書の視座と目的
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か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

一
方
︑
近
年
︑
建
築
史
・
都
市
史
学
︑
特
に
寺
社
建
築
史
や
中
世
都
市
史
で
は
︑
日
本
史
学
・
文
献
史
学
・
考
古
学
の
成
果
を
取

り
入
れ
つ
つ
︑
多
様
な
史
料
を
用
い
て
社
会
全
体
の
流
れ
の
な
か
で
建
築
や
都
市
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
︒
こ
れ
ら

は
︑
社
会
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
と
の
関
係
性
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
︑
建
築
や
都
市
の
特
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
視
点
を
有

し
て
い
る
︒
た
と
え
ば
︑
都
市
史
研
究
で
も
登
谷
伸
宏
が
公
家
町
の
形
成
や
町
に
居
住
す
る
公
家
の
屋
敷
地
取
得
の
経
緯
や
築
地
之

内
の
空
間
特
性
な
ど
を
総
合
的
に
考
察
す
る
が
︵

︶
︑
こ
れ
は
右
記
の
総
合
的
な
視
点
を
重
視
し
た
成
果
と
い
え
る
︒
ま
た
︑
伊
藤
毅

16

は
︑
空
間
を
人
々
の
社
会
的
関
係
の
展
開
の
場
と
捉
え
る
こ
と
で
︑
三
次
元
的
な
形
態
・
構
築
物
の
特
性
だ
け
で
な
く
︑
社
会
の
制

度
や
文
化
や
経
済
の
あ
り
か
た
も
解
明
し
よ
う
と
す
る
空
間
史
の
有
効
性
を
提
唱
し
て
い
る
︵

︶
︒

17

す
な
わ
ち
︑
禁
裏
御
所
や
そ
の
周
辺
の
空
間
・
場
の
特
性
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
も
︑
形
態
や
景
観
だ
け
を
指
す
狭
義
の
﹁
建

物
﹂﹁
空
間
﹂
だ
け
で
な
く
︑
社
会
的
背
景
や
諸
要
素
と
の
関
係
性
を
含
め
て
よ
り
広
角
的
・
包
括
的
な
視
点
か
ら
再
検
討
・
評
価

す
る
必
要
が
あ
る
︒
こ
の
研
究
手
法
・
視
点
は
︑
本
書
が
最
も
重
視
す
る
も
の
で
あ
る
︒

一
︱
三

近
世
京
都
の
都
市
空
間

近
世
京
都
に
関
し
て
は
︑
秋
山
國
三
や
仲
村
研
を
は
じ
め
︑
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
︵

︶
︒
こ
れ
ら
の
研
究
動
向
は
す
で
に
多
く

18

の
研
究
書
の
な
か
で
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
︑
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
︑
惣
町
や
町
組
な
ど
を
中
心
と
し
た

都
市
社
会
構
造
の
解
明
に
重
点
が
置
か
れ
る
傾
向
が
強
い
︒
近
年
で
も
牧
知
宏
が
町
代
や
御
朱
印
に
注
目
し
て
惣
町
の
再
評
価
を
試

み
る
︵

︶
︒

19一
方
︑
近
世
の
都
市
形
成
を
禁
裏
と
の
関
係
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
も
あ
る
︒
仁
木
宏
︵

︶
や
横
田
冬
彦
︵

︶
は
︑
禁
裏
御
所
の
造

20

21

営
を
取
り
上
げ
な
が
ら
︑
豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
近
世
都
市
京
都
の
成
立
に
焦
点
を
あ
て
る
︒

6



ま
た
︑
近
世
前
期
の
京
都
の
都
市
空
間
の
形
成
な
ら
び
に
形
態
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
︑
杉
森
哲
也
の
論
考
が
あ
る
︵

︶
︒
仁
木
ら

22

の
考
察
を
参
照
し
つ
つ
︑
吉
田
伸
之
が
提
唱
し
た
分
節
構
造
論
を
用
い
て
︑
豊
臣
秀
吉
が
改
造
し
た
京
都
を
聚
楽
第
を
中
心
と
し
た

城
下
町
と
し
て
位
置
づ
け
る
︒

こ
こ
で
重
視
さ
れ
る
分
節
構
造
論
は
︑﹁
構
築
的
﹂﹁
帰
納
的
﹂
に
事
例
検
討
を
重
視
す
る
と
い
う
歴
史
学
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
手

法
を
採
用
し
つ
つ
︑
社
会
の
諸
要
素
を
構
造
化
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
点
が
画
期
的
で
あ
り
︵

︶
︑
著
者
を
含
め
た
多
く
の
研
究
者
が
影

23

響
を
受
け
て
い
る
︒

た
だ
し
︑
本
書
の
視
座
に
即
し
て
い
え
ば
︑
こ
れ
ま
で
の
分
節
構
造
論
研
究
の
な
か
で
天
皇
・
禁
裏
の
位
置
づ
け
が
欠
如
し
て
い

る
点
は
︑
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
︵

︶
︒
吉
田
は
︑
分
節
構
造
論
が
権
力
構
造
を
把
握
す
る
上
で
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た

24

上
で
︑﹁
国
家
権
力
の
全
体
像
自
体
﹂
を
視
野
に
入
れ
な
い
ま
ま
︑﹁
狭
義
の
都
市
権
力
﹂
を
一
部
か
つ
独
立
し
て
論
じ
る
こ
と
の
不

可
能
さ
も
指
摘
し
︑﹁
日
本
近
世
で
い
え
ば
︑
幕
藩
権
力
に
お
け
る
都
市
支
配
権
力
と
し
て
の
側
面
や
そ
の
特
質
﹂
を
取
り
上
げ
る

手
法
が
重
要
と
述
べ
る
︵

︶
︒

25

し
か
し
︑
江
戸
幕
府
が
天
皇
や
朝
廷
の
動
向
を
無
視
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
︑
近
世
国
家
に
お
い
て
天
皇
の
役

割
は
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
少
な
く
と
も
︑﹁
幕
藩
権
力
に
お
け
る
都
市
支
配
権
力
﹂
の
な
か
に
あ
る
禁
裏
の
役

割
を
示
さ
な
け
れ
ば
︑
近
世
国
家
の
権
力
の
全
体
像
の
解
明
に
は
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
こ
で
︑
本
書

で
は
︑
幕
府
と
と
も
に
天
皇
が
近
世
社
会
・
国
家
の
権
力
構
造
の
な
か
で
あ
る
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
︑
近

世
京
都
の
都
市
支
配
の
構
造
や
特
質
の
解
明
を
試
み
た
い
︒

序 章 本書の視座と目的
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初

出

一

覧

本
書
に
所
収
し
た
論
文
の
旧
題
な
ら
び
に
初
出
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒

序

章

新
稿

第
一
部

第
一
章

﹁
室
町
後
期
・
戦
国
期
の
内
侍
所
﹂︵﹃
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
﹄
五
八
三
︑
二
〇
〇
四
年
九
月
︶
を
改

稿
︑
第
一
節
は
著
者
学
位
論
文
﹃
禁
裏
御
所
に
お
け
る
信
仰
の
場
と
し
て
の
内
侍
所
に
関
す
る
研
究
﹄︵
京
都
大
学
︑

博
士
︵
工
学
︶︑
二
〇
〇
五
年
三
月
︶
序
章
を
大
幅
に
改
稿

第
二
章

﹁
近
世
の
内
裏
内
侍
所
仮
殿
下
賜
と
上
・
下
御
霊
社
の
社
殿
拝
領
に
つ
い
て
﹂︵﹃
日
本
建
築
計
学
会
画
系
論
文

集
﹄
五
七
五
︑
二
〇
〇
四
年
一
月
︶
を
改
稿

第
三
章

﹁
寛
政
度
内
裏
以
降
の
内
侍
所
仮
殿
の
造
営
・
下
賜
と
神
嘉
殿
﹂︵﹃
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
﹄
五
九
一
︑

二
〇
〇
五
年
五
月
︶
を
改
稿

第
二
部

第
一
章

﹁
中
世
後
期
の
天
皇
崩
御
と
触
穢
︱
︱
内
侍
所
の
変
化
を
中
心
に
︱
︱
﹂︵﹃
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
﹄

六
九
五
︑
二
〇
一
四
年
一
月
︶
を
改
稿

第
二
章

新
稿
︑
一
部
は
﹁
天
皇
の
葬
送
儀
礼
と
近
世
都
市
京
都
﹂︵﹃
特
別
研
究
﹇
若
手
奨
励
﹈

都
市
建
築
史
的
視
点

か
ら
み
た
中
央
と
地
方
に
関
す
る
研
究
﹄︑
日
本
建
築
学
会
︑
二
〇
一
〇
年
三
月
︶
に
て
発
表

300



第
三
章

﹁
近
世
禁
裏
御
所
と
都
市
社
会
︱
︱
内
侍
所
参
詣
を
中
心
と
し
て
︱
︱
﹂︵
﹃
年
報
都
市
史
研
究
﹄
一
五
︑
二
〇

〇
七
年
十
二
月
︶
を
改
稿

補
章
一

﹁
室
町
・
戦
国
期
に
お
け
る
宮
中
御
八
講
・
懺
法
講
の
場
﹃
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
﹄
九
︱
一
︵
二
〇
〇
五
年

五
月
︶
を
大
幅
に
改
稿

補
章
二

﹁
近
世
安
楽
寿
院
の
鳥
羽
法
皇
御
遠
忌
法
会
﹂︵
平
成
十
五
～
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
(Ｃ
)

(
�
)
研
究
成
果
報
告
書
﹃
鳥
羽
安
楽
寿
院
を
中
心
と
し
た
院
政
期
京
文
化
に
関
す
る
多
面
的
・
総
合
的
研
究
﹄
(研
究

代
表
者

上
島
享
)︑
二
〇
〇
七
年
三
月
)を
大
幅
に
改
稿

第
三
部

第
一
章

﹁
承
応
度
・
寛
文
度
内
裏
造
営
と
非
蔵
人
︱
︱
稲
荷
社
目
代
・
非
蔵
人
羽
倉
延
重
の
活
動
を
中
心
に
︱
︱
﹂

︵﹃
朱
﹄
五
一
︑
二
〇
〇
八
年
二
月
︶
を
改
稿

第
二
章

﹁
近
世
京
都
の
都
市
空
間
再
生
と
禁
裏
御
所
普
請
︱
︱
三
井
家
と
町
︱
︱
﹂︵﹃
特
別
研
究
﹇
若
手
奨
励
﹈・
�

国
際
的
・
都
市
史
的
観
点
か
ら
み
た
都
市
再
生
論
に
関
す
る
研
究
﹄︑
日
本
建
築
学
会
︑
二
〇
一
二
年
三
月
︶
を
改
稿

第
三
章

﹁
安
政
度
内
裏
遷
幸
と
都
市
空
間
﹂︵﹃
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
﹄
六
九
五
︑
二
〇
一
四
年
一
月
︶
を
改

稿
第
四
章

﹁
近
世
前
期
の
上
・
下
御
霊
社
祭
礼
行
列
と
天
皇
︱
︱
風
流
見
物
を
中
心
に
︱
︱
﹂︵
﹃
建
築
史
学
﹄
六
一
︑
二

〇
一
三
年
九
月
︶
を
改
稿

終

章

新
稿

301
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あ

と

が

き

本
書
は
︑
二
〇
〇
五
年
に
京
都
大
学
に
提
出
し
た
学
位
論
文
に
︑
そ
の
後
発
表
し
た
関
連
論
文
を
加
え
て
︑
一
冊
に
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
︒

私
が
大
学
進
学
に
あ
た
り
選
択
し
た
学
科
は
建
築
だ
っ
た
︒
た
だ
し
︑
こ
の
と
き
の
私
に
明
確
な
目
標
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
︒
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
中
高
一
貫
の
女
子
校
に
通
っ
て
い
た
私
は
︑
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
医
歯
薬
系
へ
の
進
学
を
希
望
す

る
環
境
に
違
和
感
を
抱
い
て
い
た
︒
し
か
し
︑
か
と
い
っ
て
理
学
や
農
学
に
も
さ
ほ
ど
興
味
が
わ
か
な
か
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
ほ

ぼ
強
引
に
な
か
ば
消
去
法
的
な
方
法
で
建
築
を
選
ん
だ
︒
た
だ
し
少
し
だ
け
言
い
訳
を
す
れ
ば
︑
建
物
や
都
市
の
形
態
よ
り
も

そ
れ
が
い
か
に
創
ら
れ
る
の
か
と
い
う
経
緯
や
背
景
に
興
味
が
あ
っ
た
︒

そ
し
て
︑
自
由
で
お
も
し
ろ
そ
う
だ
と
い
う
理
由
だ
け
で
京
都
大
学
を
選
び
︑
工
学
部
建
築
学
科
に
入
学
し
た
︒
が
︑
す
ぐ

に
挫
折
感
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
︒
最
初
の
設
計
演
習
で
有
名
建
築
の
模
写
を
す
る
の
だ
が
︑
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
苦
手
な
科

目
が
体
育
と
美
術
だ
っ
た
私
に
は
そ
れ
が
う
ま
く
出
来
な
い
の
で
あ
る
︒
セ
ン
ス
も
体
力
も
な
い
人
間
は
建
築
設
計
・
製
図
に

向
か
な
い
こ
と
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
思
い
知
り
︑
自
分
の
不
器
用
さ
を
あ
ま
り
考
え
な
い
ま
ま
に
進
学
先
を
決
め
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
少
し
後
悔
し
た
︒

一
方
で
︑
一
回
生
の
最
初
に
受
け
た
専
門
の
講
義
が
高
橋
康
夫
先
生
の
日
本
建
築
史
だ
っ
た
の
だ
が
︑
中
世
都
市
や
市
中
の

山
居
な
ど
の
話
を
聞
い
て
︑
人
々
が
住
み
こ
な
し
て
出
来
る
空
間
・
場
の
お
も
し
ろ
さ
に
驚
い
た
︒
か
っ
こ
い
い
か
悪
い
か
ぐ

ら
い
の
主
観
的
で
楽
観
的
な
指
標
で
し
か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
建
築
や
都
市
が
︑
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
だ
け



あ と が き
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で
こ
れ
だ
け
構
造
的
か
つ
魅
力
的
に
説
明
で
き
る
の
か
と
思
っ
た
︒
そ
し
て
︑
同
時
に
︑
子
供
の
こ
ろ
か
ら
好
き
だ
っ
た
日
本

史
と
な
ん
と
な
く
選
ん
だ
建
築
と
が
リ
ン
ク
す
る
学
問
が
あ
っ
た
こ
と
に
少
し
安
Ý
し
た
︒
い
ま
改
め
て
振
り
返
る
と
︑
こ
の

と
き
の
体
験
が
︑
建
築
・
都
市
史
の
分
野
で
生
活
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
原
点
な
の
か
も
し
れ
な
い
︒

四
回
生
の
研
究
室
配
属
で
は
︑
あ
ま
り
迷
う
こ
と
な
く
︑
高
橋
先
生
と
山
岸
常
人
先
生
が
お
ら
れ
た
建
築
史
研
究
室
を
選

び
︑
そ
こ
で
学
生
・
助
教
時
代
を
含
め
て
結
局
約
十
年
間
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
︒

こ
の
研
究
室
で
の
生
活
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
︒
が
︑
研
究
の
方
は
最
初
か
ら
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
︒
学
部
・
修

士
の
こ
ろ
は
︑
学
問
に
対
し
て
の
自
覚
が
弱
く
︑
研
究
対
象
も
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
そ
の
な
か
で
︑
修
士
二
回
生
の
終
わ

り
ご
ろ
に
い
つ
も
の
よ
う
に
自
転
車
で
町
中
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
と
き
に
偶
然
見
つ
け
た
の
が
︑
下
御
霊
神
社
で
あ
る
︒
京

都
の
寺
社
の
前
に
は
︑
そ
の
由
緒
や
建
物
の
特
徴
な
ど
を
書
い
た
高
札
が
立
っ
て
い
る
の
だ
が
︑
下
御
霊
神
社
の
前
の
札
に
は

同
社
本
殿
が
御
所
か
ら
下
賜
さ
れ
た
と
書
い
て
あ
っ
た
︒
そ
れ
を
読
ん
だ
途
端
︑
ど
う
し
て
こ
の
町
の
な
か
の
普
通
の
神
社
が

禁
裏
か
ら
建
物
を
も
ら
っ
て
境
内
を
構
成
し
え
た
の
だ
ろ
う
か
と
俄
然
興
味
が
湧
い
た
の
で
あ
る
︒

し
か
も
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
︑
京
都
で
の
経
験
を
重
ね
る
に
つ
れ
︑
ど
う
し
て
も
解
せ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
︒
私
は
子
供
の

こ
ろ
か
ら
父
の
仕
事
の
都
合
で
あ
ま
り
長
い
間
一
定
の
場
所
に
と
ど
ま
っ
て
生
活
し
た
こ
と
が
な
く
︑
中
学
・
高
校
も
一
時
間

半
以
上
か
け
て
通
学
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
︑
生
ま
れ
た
場
所
に
も
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
校
の
あ

る
地
域
に
も
自
分
の
家
が
あ
る
地
域
に
も
中
途
半
端
な
愛
着
し
か
持
て
な
か
っ
た
︒
そ
ん
な
人
間
か
ら
み
れ
ば
︑
京
都
人
の
感

覚
︑
す
な
わ
ち
東
京
奠
都
か
ら
百
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
天
皇
や
御
所
の
存
在
を
自
ら
の
誇
り
と
し
て
強
く
認
識
し
京
都
を

﹁
都
﹂
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
︑
そ
し
て
何
よ
り
も
そ
の
都
と
し
て
の
京
都
を
謙
G
し
つ
つ
も
溺
愛
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
︑

不
思
議
で
仕
方
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︵
京
都
人
の
み
な
さ
ん
︑
す
み
ま
せ
ん
︶︒

そ
し
て
︑
研
究
者
と
し
て
は
不
純
な
動
機
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
︑
以
上
の
よ
う
な
極
め
て
個
人
的
な
興
味
か
ら
湧
い
て
き
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た
疑
問
に
答
え
る
べ
く
︑
京
都
と
い
う
都
市
が
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
禁
裏
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
︑
そ
し
て
そ
の
認

識
が
空
間
の
形
成
や
変
容
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
た
の
か
︑
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
し
た
い
と
思
っ
て
は
じ
め
た
研
究
が
︑
本

書
に
掲
載
し
た
各
論
に
つ
な
が
っ
た
︒

指
導
教
員
で
あ
る
高
橋
康
夫
先
生
と
学
位
論
文
の
副
査
も
し
て
い
た
だ
い
た
山
岸
常
人
先
生
に
は
︑
学
問
の
基
礎
の
基
礎
か

ら
教
え
て
い
た
だ
き
︑
厳
し
く
も
あ
た
た
か
い
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
て
い
る
︒
両
先
生
か
ら
は
歴
史
学
に
必
要
不
可

欠
な
実
証
性
と
論
理
性
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
︑
そ
れ
は
時
に
誰
よ
り
も
厳
し
い
批
判
で
も
あ
る
︒
し
か
し
︑
両
先
生
の
問

い
か
け
は
い
ず
れ
も
学
問
に
対
す
る
真
摯
な
取
り
組
み
か
ら
導
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
︑
そ
れ
に
い
か
に
答
え
る
の
か
と
い

う
こ
と
が
私
の
研
究
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
両
先
生
に
は
︑
折
り
に
触
れ
て
︑
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
調
査

に
誘
っ
て
い
た
だ
き
︑
そ
こ
で
得
た
経
験
や
発
表
の
機
会
が
本
書
刊
行
に
つ
な
が
っ
た
︒

四
回
生
か
ら
助
教
時
代
ま
で
の
約
十
年
間
を
過
ご
し
た
京
都
大
学
建
築
史
研
究
室
の
諸
先
輩
︑
同
期
︑
さ
ら
に
は
後
輩
︑
学

生
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
︒
特
に
配
属
当
時
研
究
室
の
助
手
で
あ
っ
た
藤
沢
彰
先
生
︑
国
内
留
学
で
来
ら
れ
て
い
た
丸
山

茂
先
生
︑
さ
ら
に
冨
島
義
幸
氏
や
登
谷
伸
宏
氏
な
ど
の
先
輩
方
に
は
様
々
な
寺
院
や
神
社
や
修
理
現
場
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
︑
研
究
の
進
め
方
の
相
談
に
も
の
っ
て
い
た
だ
い
た
︒
自
由
に
議
論
で
き
︑
さ
ら
に
モ
ノ
に
触
れ
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
こ
の
京
都
で
の
研
究
室
体
験
は
私
の
教
育
・
研
究
生
活
の
財
産
で
あ
る
︒

一
方
︑
研
究
会
や
調
査
を
通
じ
て
︑
多
く
の
先
生
か
ら
学
恩
を
頂
戴
し
て
い
る
︒

黒
田
龍
二
先
生
は
︑
調
査
や
研
究
会
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
び
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
︒

博
識
で
独
特
な
視
点
か
ら
展
開
さ
れ
る
先
生
の
研
究
は
︑
私
に
と
っ
て
刺
激
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
︑
そ
れ
を
近
く
で
聞
か

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
︒
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伊
藤
毅
先
生
は
︑
研
究
を
始
め
た
当
初
か
ら
折
り
に
触
れ
て
ご
指
導
を
賜
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
学
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

に
も
お
誘
い
い
た
だ
き
︑
全
国
の
都
市
史
研
究
者
や
同
年
代
の
研
究
者
と
知
り
合
う
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
︒
ま
た
︑
上

島
享
先
生
と
は
文
書
調
査
を
ご
一
緒
す
る
機
会
を
得
た
︒
学
問
に
対
す
る
そ
の
真
摯
か
つ
厳
し
い
態
度
に
は
圧
倒
さ
れ
る
ば
か

り
で
あ
る
が
︑
本
書
の
な
か
で
近
世
と
中
世
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
の
は
︑
宗
教
史
や
中
世
史
の
重
要
性
だ
け
で
な
く
そ
の

お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
る
先
生
か
ら
の
影
響
が
少
な
く
な
い
︒
さ
ら
に
︑
高
村
雅
彦
先
生
や
仁
木
宏
先
生
を
は
じ
め
と

す
る
都
市
史
研
究
者
や
︑
溝
口
正
人
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
建
築
史
研
究
者
の
方
々
に
は
︑
発
表
や
論
文
︑
ま
た
著
者
が
関

わ
っ
た
建
造
物
や
町
並
の
報
告
書
に
対
し
て
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
教
示
を
賜
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
山
岸
先
生
を
は
じ
め
︑
黒
田
先
生
や
村
田
信
夫
氏
と
一
緒
に
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
に
関
わ
れ
て
こ
れ
た
こ
と
も
︑

研
究
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
る
︒
私
の
場
合
︑
禁
裏
や
都
市
に
関
す
る
研
究
と
建
造
物
調
査
が
直
接
的
に
結

び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
し
か
も
︑
山
岸
先
生
ら
の
調
査
は
精
度
が
極
め
て
高
く
︑
改
造
の
経
緯
を
含
め
た
復
元
考
察

も
現
地
で
行
う
︒
そ
の
た
め
︑
現
地
で
の
指
導
は
と
て
も
厳
し
く
︑
今
で
も
よ
く
怒
ら
れ
る
︒
参
加
し
た
後
に
は
自
分
の
知

識
・
経
験
・
努
力
が
足
り
な
い
こ
と
を
痛
感
し
︑
反
省
す
る
ば
か
り
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
調
査
は
︑
建
造
物
の
歴
史
的
特

徴
を
い
か
に
確
実
か
つ
正
確
に
読
み
取
る
の
か
︑
そ
し
て
そ
れ
を
な
ぜ
読
み
取
ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
課

題
と
常
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る
︒
こ
の
姿
勢
は
都
市
史
を
含
め
た
学
問
す
べ
て
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い

る
し
︑
何
よ
り
も
こ
の
調
査
で
培
わ
れ
る
実
際
の
空
間
・
場
に
対
す
る
感
覚
が
建
築
・
都
市
史
を
専
門
と
す
る
私
の
学
問
の
根

幹
を
支
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
調
査
に
お
声
か
け
い
た
だ
き
︑
ご
指
導
が
賜
わ
れ
る
こ
と
を
有
難
く
思
う
︒

そ
し
て
︑
九
州
大
学
に
赴
任
し
た
半
月
後
に
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
が
発
生
し
︑
九
州
北
部
の
歴
史
的
建
造
物
や
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
に
委
員
・
専
門
家
の
一
人
と
し
て
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
九
州
の
地
域
的
特
性
を
把
握

す
る
間
も
な
く
北
も
南
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
現
場
に
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
︑
当
初
は
相
当
戸
惑
っ
た
︒
正
直
な
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と
こ
ろ
︑
今
で
も
試
行
錯
誤
し
て
い
る
︒
が
︑
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
︑
右
記
の
よ
う
な
調
査
の
機
会
に

め
ぐ
り
あ
え
た
こ
と
と
︑
現
場
の
方
や
高
橋
先
生
︑
山
岸
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
建
築
・
都
市
史
研
究
者
︑
さ
ら
に
文
化
財
関

係
者
の
方
々
の
ご
助
言
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
︒

ま
た
︑
職
場
を
京
都
大
学
か
ら
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究
院
に
移
し
て
か
ら
も
よ
い
同
僚
と
研
究
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
る
︒

さ
ら
に
︑
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
︑
山
岸
先
生
に
思
文
閣
出
版
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
︑
同
社
の
大
地
亜
希
子
氏
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
︒

こ
れ
ま
で
研
究
や
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ま
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
︒

さ
て
︑
本
書
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
︑
自
分
の
論
考
を
整
理
し
て
み
る
と
︑
論
旨
も
不
十
分
で
︑
な
に
よ
り
も
課
題
や
問
題

点
が
山
積
み
で
あ
る
こ
と
を
強
く
自
覚
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
︒
し
か
も
︑
先
に
記
し
た
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
り
抱
い
た
京

都
に
対
す
る
疑
問
は
い
ま
だ
解
け
て
い
な
い
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
本
書
の
刊
行
で
一
区
切
り
つ
い
た
感
は
あ
る
も
の
の
︑
こ
れ
か

ら
も
少
し
ず
つ
で
も
研
究
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
︒
本
書
で
示
し
た
展
望
や
課
題
︑
特
に
天
皇
と
近
世
社

会
・
国
家
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
︑
私
の
基
盤
で
あ
る
建
築
・
都
市
史
と
い
う
立
場
を
し
っ
か
り
と
自
覚
し
な
が
ら
︑
幕
府
の

動
向
も
含
め
て
論
証
の
修
正
・
補
足
を
続
け
る
こ
と
で
︑
体
系
化
し
て
い
き
た
い
︒
こ
れ
が
︑
現
在
の
目
標
で
あ
る
︒

な
お
︑
本
書
は
︑
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(研
究
成
果
公
開
促
進
費
)の
交

付
を
受
け
た
︒

二
〇
一
四
年
一
月

岸

泰

子
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